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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 25,293,955 25,027,697 50,149,944

経常利益 （千円） 1,194,836 1,157,321 1,867,484

四半期（当期）純利益 （千円） 642,575 619,745 850,659

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 722,230 652,608 947,484

純資産額 （千円） 18,207,673 18,278,702 18,267,492

総資産額 （千円） 30,746,392 31,818,230 29,952,664

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 70.27 67.78 93.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.2 57.4 61.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 2,216,925 275,560 3,958,001

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △186,930 △69,305 △1,167,233

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △248,715 △293,337 △286,419

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,509,015 6,154,690 6,243,201

 

回次
第56期

第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 49.16 44.14

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、当社の連結子会社であった㈱サンリバティー横浜は、平成26年４月１日付で当社の連結子会社である㈱横浜

エージェンシー＆コミュニケーションズ（旧㈱横浜エージェンシー、平成26年５月１日付で商号変更）を存続会社と

する吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。
 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）におけるわが国経済は、各種政策等を背景に
全体としては緩やかな回復基調が続いておりますが、個人消費には依然として弱さが見られ、駆け込み需要の反動の
長期化も懸念されております。食品業界におきましても、消費者の購買行動の多様化が進むなか、消費税率引き上げ
による生活防衛意識は根強く残り、不安定な天候の影響もあり厳しい状況が続きました。
当社グループは、創立60周年を迎える平成31年３月期までの期間を見据え、長期的な経営ビジョン「Evolution

60」を策定いたしました。基本とする戦略方針を「エバラブランドの価値向上」と「ニッチ＆トップポジションの確
立」と定め、“たれ”の進化とコミュニケーションの進化を経営の軸とし、国内市場での安定した利益創出を実現す
るとともに、海外市場においても成長基盤を確保してまいります。平成27年３月期及び平成28年３月期の２年間にお
きましては、高齢化や単身世帯増加等の国内市場の環境変化を視野に入れて収益基盤の強化を図り、さらに海外市場
に対しても積極的に事業を展開してまいります。
当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、250億27百万円（前年同期比1.1％減）となりまし

た。消費者の購買機会の減少は依然として続き、購買行動も多様化が進むなか、消費トレンドを捉えた『プチッと
鍋』が好調に推移しているものの、夏場の天候不順の影響もあり『焼肉のたれ』や『黄金の味』が苦戦したこと、ま
た野菜まわり調味料群においても、野菜価格の高騰により前年同期を下回る水準で推移したことが減収の要因として
挙げられます。利益面につきましては、本社移転に伴う費用を他の販管費の抑制により吸収したことで、販管費率は
前年同期とほぼ同水準を維持しましたが、売上高の減少と売上原価率の上昇により、営業利益は10億51百万円（前年
同期比14.0％減）となりました。経常利益につきましては、子会社において保険解約返戻金を営業外収益に計上した
ことにより11億57百万円（前年同期比3.1％減）、四半期純利益は６億19百万円（前年同期比3.6％減）となりまし
た。
なお、当第２四半期連結累計期間の計画に対しては、売上高が未達となった一方で、利益面では計画を上回る水準

となりました。
事業におけるセグメントの概況は、以下のとおりであります。

 
＜食品事業＞

　家庭用商品は前年同期売上高を下回りました。
　肉まわり調味料群につきましては、駆け込み需要の反動と豚肉を中心とした食肉価格の上昇、さらに『焼肉のた
れ』や『黄金の味』の使用頻度が高まる夏場に天候不順が重なったことが大きく影響しました。簡便ニーズに対応し
たメニュー専用調味料「たれプラス」シリーズの新商品『タンドリーチキンのたれ』や『ガーリックバターチキンの
たれ』が売上に貢献したものの、他の商品の売上減少をカバーするには至らず、肉まわり調味料群全体としては前年
同期実績を下回りました。鍋物調味料群につきましては、人数に合わせて使用できる特性を持つ『プチッと鍋』が、
ラインナップの強化や、鍋物シーズンの本格化を前にプロモーションを早期に打ち出したことが奏功し、前年同期を
大きく上回る水準で売上を伸ばしました。加えて、消費税増税に伴う駆け込み購入により消費サイクルに遅れが生じ
ていた『すき焼のたれ』も、第２四半期に入り復調したことにより、鍋物調味料群は前年同期実績を上回りました。
野菜まわり調味料群につきましては、『浅漬けの素』が野菜価格の高騰により苦戦を強いられ、前年同期実績を下回
りました。その他群につきましては、『横濱舶来亭カレーフレーク』が堅調に売上を伸ばしたほか、『ビビンバの
素』等の「韓Kitchen」シリーズの売上貢献もあり、前年同期実績を上回りました。
業務用商品につきましては、スープ群が堅調に推移しているものの、肉まわり調味料群及びその他群が競合激化や

特注品減少等の影響で前年同期実績を下回ったことにより、前年同期売上高を下回りました。
以上の結果、食品事業の売上高は219億１百万円（前年同期比2.2％減）となりました。

 
＜その他事業＞

　その他事業につきましては、既存顧客の拡販に努め新規受注も伸ばした物流事業が前年同期実績を上回り、また子
会社統合による経営の効率化を進めた広告宣伝事業及び人材派遣事業も前年同期実績を上回った結果、その他事業の
売上高は31億26百万円（前年同期比7.6％増）となりました。
 
(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ88百万円減少
し、61億54百万円となりました。
　当第２四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　営業活動の結果獲得した資金は、２億75百万円（前年同四半期は22億16百万円の獲得）となりました。これは主
に、税金等調整前四半期純利益において10億97百万円獲得した一方、法人税等の支払額６億38百万円による減少等に
よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　投資活動の結果使用した資金は、69百万円（前年同四半期は１億86百万円の使用）となりました。これは主に、有
形固定資産の取得による支出２億93百万円と保険積立金の解約による収入２億７百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
　財務活動の結果使用した資金は、２億93百万円（前年同四半期は２億48百万円の使用）となりました。これは、配
当金の支払額２億93百万円によるものであります。
 
(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３億17百万円であります。
　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,222,400

計 25,222,400

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,398,400 12,398,400
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 12,398,400 12,398,400 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 12,398,400 － 1,387,136 － 1,655,201
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社ウッドヴィレッジ 横浜市港北区篠原西町30-３ 1,565 12.62

株式会社池竹研究所 横浜市港北区篠原西町30-３ 1,209 9.75

エバラ食品工業株式会社

従業員持株会

横浜市西区みなとみらい４丁目４-５　横浜

アイマークプレイス
705 5.68

株式会社横浜銀行

中央区晴海１丁目８-12　晴海アイランドト

リトンスクエアオフィスタワーＺ棟 （常

代）資産管理サービス信託銀行株式会社

360 2.90

森村忠司 横浜市港北区 293 2.36

株式会社榎本武平商店 江東区新大橋２丁目５-２ 230 1.85

森村剛士 横浜市港北区 217 1.75

有限会社ケイアンドケイオフィ

ス
横浜市港北区篠原台町２-25 180 1.45

東洋製罐グループホールディン

グス株式会社
品川区東五反田２丁目18-１ 130 1.04

渡邉啓一 横浜市港北区 121 0.98

計 － 5,013 40.43

　（注）上記のほか、自己株式が3,254千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

　普通株式　3,254,600
－ －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　9,142,800 91,428 －

単元未満株式 　普通株式　　　1,000 － －

発行済株式総数 12,398,400 － －

総株主の議決権 － 91,428 －

 

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エバラ食品工業株

式会社

横浜市西区みなと

みらい四丁目４番

５号　横浜アイ

マークプレイス

3,254,600 － 3,254,600 26.25

計 － 3,254,600 － 3,254,600 26.25

　（注）　上記の他、単元未満株式30株を所有しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,694,319 6,617,846

受取手形及び売掛金 7,840,903 9,439,792

有価証券 199,903 －

商品及び製品 1,306,385 1,374,496

原材料及び貯蔵品 607,037 601,827

繰延税金資産 461,748 456,059

その他 553,498 857,403

流動資産合計 17,663,797 19,347,426

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,008,831 3,008,831

その他（純額） 5,152,922 5,192,375

有形固定資産合計 8,161,753 8,201,207

無形固定資産 333,307 302,112

投資その他の資産   

投資有価証券 1,888,328 1,957,183

長期貸付金 168,628 204,179

繰延税金資産 992,841 1,148,401

その他 783,466 697,178

貸倒引当金 △39,459 △39,459

投資その他の資産合計 3,793,804 3,967,484

固定資産合計 12,288,866 12,470,804

資産合計 29,952,664 31,818,230
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,831,069 5,881,842

短期借入金 166,400 166,400

未払金 1,383,486 1,431,966

未払法人税等 643,003 473,705

賞与引当金 404,380 319,471

販売促進引当金 561,361 663,867

その他 344,036 438,228

流動負債合計 8,333,738 9,375,481

固定負債   

退職給付に係る負債 3,141,979 3,777,177

資産除去債務 11,889 197,253

その他 197,563 189,616

固定負債合計 3,351,433 4,164,046

負債合計 11,685,171 13,539,528

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,387,136 1,387,136

資本剰余金 1,655,257 1,655,257

利益剰余金 18,916,075 18,894,422

自己株式 △3,927,401 △3,927,401

株主資本合計 18,031,067 18,009,413

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 258,474 307,093

為替換算調整勘定 143,384 112,253

退職給付に係る調整累計額 △165,434 △150,058

その他の包括利益累計額合計 236,425 269,288

純資産合計 18,267,492 18,278,702

負債純資産合計 29,952,664 31,818,230
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 25,293,955 25,027,697

売上原価 12,728,574 12,765,195

売上総利益 12,565,380 12,262,502

販売費及び一般管理費 ※ 11,342,878 ※ 11,210,970

営業利益 1,222,502 1,051,531

営業外収益   

受取利息 5,920 5,759

受取配当金 18,188 17,271

受取賃貸料 13,301 14,152

保険解約返戻金 2,032 92,657

その他 11,299 52,328

営業外収益合計 50,741 182,170

営業外費用   

支払利息 1,230 3,852

賃貸収入原価 10,297 9,388

持分法による投資損失 53,899 50,892

その他 12,979 12,246

営業外費用合計 78,407 76,379

経常利益 1,194,836 1,157,321

特別利益   

固定資産売却益 836 314

投資有価証券売却益 1,700 －

特別利益合計 2,536 314

特別損失   

固定資産除却損 4,279 3,124

投資有価証券評価損 240 －

本社移転費用 － 55,393

その他 － 1,552

特別損失合計 4,519 60,070

税金等調整前四半期純利益 1,192,853 1,097,565

法人税等 550,278 477,819

少数株主損益調整前四半期純利益 642,575 619,745

四半期純利益 642,575 619,745
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 642,575 619,745

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △699 48,619

為替換算調整勘定 80,354 △31,131

退職給付に係る調整額 － 15,375

その他の包括利益合計 79,655 32,862

四半期包括利益 722,230 652,608

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 722,230 652,608

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,192,853 1,097,565

減価償却費 553,127 521,081

固定資産除却損 4,279 3,124

固定資産売却損益（△は益） △836 △314

投資有価証券売却損益（△は益） △1,700 －

投資有価証券評価損益（△は益） 240 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 607 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 139,123 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 119,640

賞与引当金の増減額（△は減少） 33,747 △84,909

販売促進引当金の増減額（△は減少） 71,981 102,506

受取利息及び受取配当金 △24,108 △23,031

保険解約返戻金 △2,032 △92,657

支払利息 1,230 3,852

持分法による投資損益（△は益） 53,899 50,892

売上債権の増減額（△は増加） 172,491 △1,603,956

たな卸資産の増減額（△は増加） △95,140 △65,125

仕入債務の増減額（△は減少） 390,085 1,050,975

未払消費税等の増減額（△は減少） 47,746 97,747

長期未払金の増減額（△は減少） △4,680 △8,255

未払金の増減額（△は減少） 90,733 19,483

その他 △315,846 △294,482

小計 2,307,802 894,137

利息及び配当金の受取額 24,084 23,439

利息の支払額 △1,230 △3,852

法人税等の支払額 △113,730 △638,163

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,216,925 275,560

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付金の回収による収入 3,763 1,653

貸付けによる支出 △193,734 △80,300

定期預金の払戻による収入 400,000 －

定期預金の預入による支出 △12,037 △12,036

投資有価証券の売却による収入 4,065 －

投資有価証券の取得による支出 △4,022 △4,009

有価証券の償還による収入 150,000 200,000

関係会社株式の取得による支出 △60,532 －

有形固定資産の売却による収入 1,127 347

有形固定資産の取得による支出 △401,833 △293,651

無形固定資産の取得による支出 △53,408 △61,777

保険積立金の解約による収入 9,927 207,829

その他 △30,245 △27,359

投資活動によるキャッシュ・フロー △186,930 △69,305
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4 －

配当金の支払額 △246,647 △293,337

自己株式の取得による支出 △2,064 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △248,715 △293,337

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,712 △1,427

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,797,991 △88,510

現金及び現金同等物の期首残高 3,711,023 6,243,201

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,509,015 ※ 6,154,690
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社であった㈱サンリバティー横浜は、平成26

年４月１日付で連結子会社である㈱横浜エージェンシー＆コミュニケーションズ（旧㈱横浜エージェンシー、平

成26年５月１日付で商号変更）を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しておりま

す。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法につ

いても、割引率決定の基礎となる債券の期間を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職

給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が539,344千円増加し、利益剰余金が

348,798千円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

 次の会社のリース会社との契約について、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第2四半期連結会計期間
（平成26年9月30日）

青島康大食品有限公司 42,455千円 青島康大食品有限公司 37,416千円
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（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

給料手当 1,564,107千円 1,588,824千円

退職給付費用 200,584 142,008

減価償却費 133,367 131,005

宣伝費 1,472,215 1,230,326

拡販費 3,274,735 3,223,575

賞与引当金繰入額 189,309 190,286

販売促進引当金繰入額 606,753 663,867

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

　　とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 5,944,133千円 6,617,846千円

預入期間３ヶ月を超える定期預金 △435,118 △463,155

現金及び現金同等物 5,509,015 6,154,690

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月30日

取締役会
普通株式 246,919 27  平成25年３月31日  平成25年６月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月30日

取締役会
普通株式 292,600 32  平成26年３月31日  平成26年６月６日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計

 食品事業

売上高    

外部顧客に対する売上高 22,389,643 2,904,311 25,293,955

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 22,389,643 2,904,311 25,293,955

セグメント利益 1,401,351 50,921 1,452,272

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告宣伝事業、物流事業、人材

派遣事業を集約しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,401,351

「その他」の区分の利益 50,921

全社費用（注） △229,770

四半期連結損益計算書の営業利益 1,222,502

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計

 食品事業

売上高    

外部顧客に対する売上高 21,901,482 3,126,214 25,027,697

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 21,901,482 3,126,214 25,027,697

セグメント利益 1,222,774 65,558 1,288,333

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告宣伝事業、物流事業、人材

派遣事業を集約しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,222,774

「その他」の区分の利益 65,558

全社費用（注） △236,801

四半期連結損益計算書の営業利益 1,051,531

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「第４ 経理の状況 注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退

職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費

用の計算方法を同様に変更いたしました。

　なお、当該変更による各報告セグメント利益に与える影響は軽微であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 70円27銭 67円78銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 642,575 619,745

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 642,575 619,745

普通株式の期中平均株式数（株） 9,144,314 9,143,770

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月６日

エバラ食品工業株式会社

取締役会　御中

 

三優監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 杉田　純　　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　昌敏　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 熊谷　康司　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエバラ食品工業

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日か

ら平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エバラ食品工業株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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